
■コロナとお金■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 259号 

こんにちは、松村拓也です。 

まず初めに、先週お届けしたコロナ防衛隊について、Ｔ部長より補足コメントをいただきました。 

「区民の活動やビジネスに対する支援、感染症から世田谷区民や事業者が復興することに必要なものは、国や都

の仕組みを活用しながら積極的にやっていくつもりです。先き行き不安を、ご一緒に吹っ飛ばしましょう！」 

 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：２ｍ離れて話します 

 

僕は、このメルマガを名刺交換したすべての人にお届けすることで、名刺管理をやっていません。 

でもだからと言って、このメルマガで皆さんに僕の考えを、一方的に押し売りしたいわけでもありません。 

ぼくはただ、あなたに話しかけているだけ・・・と思ってください。 

僕の願いは、時々でいいから返事を下さること、 

一度でいいから、あなたの思ったことを聞かせて欲しい。 

そうすれば、僕はすかさず返事をして、「どこかで会って話しましょう！」と提案します。 

 

突然こんなことを言い出したのは、今それができずに困っています。 

僕はあなたと一緒に参加できるイベントや、あなたのお誘いに応えられる時間をすべて公開しているのに、イベ

ントはことごとく中止となり、あなたに会える場所も閉鎖されています。 

そこで今回から「今週のお誘いイベント」を「今週のお誘い」に変更し、 

【しばらく交流は自粛しますが、どこでも駆け付け２ｍ離れて話します。】 

と書き添えました。 

 

考えてみれば、「スーパーカブ」で移動するのはまさにこの日のためでした。 

そして、何よりも大切なことは、現地に行き現状を見て感じること。 

というわけで、あなたのお誘いを心待ちにしています。 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：コロナとお金 

 

すべての国民に、一人当たり 10万円を支給する。 

このニュースを聞いてあなたはどう思う？ 

僕は、10万円を配ることが不可能に近いほど大変なことで、もらうのが 10万円ではあまりにも少ないことを考

えると途方に暮れる。 

地域で事業拠点を起こすとき、僕は半径 600M全戸ポスティングをやることにしている。 

600Mとは徒歩 10分圏のことで、駒沢、梅が丘、砧などで実施したが、どこも配布した数は約 1万戸だった。 

仮にすべての家が一人住まいだとしても、近所に 1万人が住んでいて、そこに配る金額は 10億円となる。 

だが、もしも 10万円もらえたとして、どれだけの助けになるだろう、 

給料など収入の補填か、それとも家賃など支出の補填だとしても、10万円 1回もらっても全然足りない。 

・ 

外出自粛や営業中止ですぐに大きな負担となるのは家賃の支払いで、支払いの目途が立たなくなり撤退や廃業に

追い込まれる店舗や事業者が出始めている。 

すでに欧米では、賃料の繰り延べや減額などの対応が始まっているが、日本では不動産業界への協力要請程度に

とどまっている。 

ご存知の通り、多くの不動産オーナーは建設時の借金返済に追われてその余裕がないのだが、西欧諸国のように

古い建物を大切にせず、節税と利殖のために建物を作り続けたせいでもある。 

その結果家はあまり、空き家だらけだというのに、家賃を払わなければ追い出されるなど日本社会は狂っている。 

だったら、ローンの返済をすべて猶予すればいいし、すべての空き家を開放すればいい。 

でも、こういう国づくりをしてきた政府(特に自民党)には、今更はしごを外すようなことはできないだろう。 

・ 

一方、お金を配ることも、現実には難しいことだ。 

5 月では遅い、4 月中に配らなければ家賃などの支払いに間に合わないという能天気な意見も聞かれるが、そん

なことができるはずがない。 

最初に述べたように、すべてのまちに 10億円規模の現金を運ぶことになる。 

一体そのお金を誰が運び、どこで保管するのか。 

普通の銀行ですらそんなお金は置いていない。 

もしも全国民に配るなら、1億人×10万円＝10兆円となる。 

それをこれから印刷して配るのか、電子送金するのか知らないが、ホントにそんなことはできるのだろうか。 

・ 

麻生副総理で「裕福な方は受け取らないよね」みたいなことを言ってたが、実はこの言葉が真実だ。 

配られる 10兆円は、本当に使われるのだろうか。 

困っていない人は貯金するだけだし、使う人のお金は困っていない人のところに集まるだけ。 

結局お金をばらまけばそれだけ、貧富の格差が広がるだけだ。 

ここでよーーく考えて欲しい。 

お金はホントにみんなを豊かにしてきたか。 

日本が平和で円高なのは、大多数の日本人が「これまでだけでなくこれからも」この理不尽に耐え続けると、世

界中の人が信じている証かもしれない。 



・ 

さあ革命だ・・・などと僕は言わない(三島由紀夫じゃないし)。 

だが、コロナがホントの世界を見せてくれている・・・と僕は思う。 

僕たちは、金持ちを儲けさせるために生きているんじゃない。 

みんなが幸せになるのを手伝う人に、ちょっとご褒美をあげるだけ。 

家賃延納や借金の延滞を認めることは、ビルオーナーや金融機関が「苦しんで損」するのでなく、「廃業防止や住

居確保に貢献」する絶好のチャンスだと考えて欲しい。 

だから僕らは「お金を払わずに困りごとを解決するにはどうするか」を、考え行動しよう。 

お金はタダの引換券。 

金持ちが「引換券大量保有者」から「社会から感謝される人」に変化することこそが、コロナに課された課題だ

と僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20200419/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

しばらく交流は自粛しますが、どこでも駆け付け２ｍ離れて話します。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）04/20 ■作業日 10-21時（自宅） 

（火）04/21 ■作業日 10-21時（自宅） 

（水）04/22 ■作業日 10-21時（自宅） 

（木）04/23 ■作業日 10-21時（自宅） 

 17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（リモート） 

（金）04/24 ■作業日 10-21時（自宅） 

（土）04/25 ■作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■地主の学校_03・まつむら塾（リモート） 

（日）04/26 ■休業日 09-18時（自宅） 

 10-14時 ■名栗の森・焚火体験（個別開催） 

 

■その後の予定 

05/02 10-17時 ■地主の学校_04・まつむら塾（笑恵館） 

05/08 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

05/09 10-13時 ■地主の学校_05・まつむら塾（笑恵館） 

05/14 16-17時 ■日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/14 17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/16 10-12時 ■地主の学校_06・まつむら塾（笑恵館） 

05/21 10-20時 ■なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

05/24 10-14時 ■名栗の森オーナーシップクラブ５月例会（飯能） 

05/28 17-19時 ■笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 



松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


